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私の研究テーマは 「アゾベンゼン修飾DNAを用いた酵素反応の光制御」である。具体的
には、UV或は可視光照射により可逆的な構造異性化を起こすアゾベンゼン分子を化学的な
手法で鋳型DNAの機能性部位に導入した光応答性DNAを用いて、酵素とDNAとの相互
作用を光で制御することを目指している。
まず、RNAポリメラーゼ(RNAP)反応
に着 目し、アゾベンゼ ンをプロモーターと
呼 ばれるDNAの 転写調節領域に導入 し、
転写反応の光制御を試みた。アゾベンゼン
分子の導入様式、プロモー ターにおけ
るアゾベ ンゼ ンの導入位置依存性など
を 検 討 した結 果 、 フ ァー ジ由 来 の
RNAPを用いた系 において、転写反応
のプロセスを効率的に光制御できる光
応答性DNA分 子の開発に成功 した。
例 えば、 T7 RNAP を用いた系 (Fig.1) において、アゾベンゼ ンを導入 していない天然
のプロモーターを用いた場合 には、転写反応はUV照 射の有無 の影響を全 く受けずに、等
量の反応産物― mRNA が得 られた。一方、アゾベ ンゼ ンを導入 したプロモーターでは Fig.1
のlane1～3に示すように暗条件下で、転写反応が著 しく抑制 されたのに対 し、 インキュベ
ーシ ョン前に1分 間UV照 射 した ところ、Fig.1 の lane 4～6に示すように m-RNA が効率
よく生成 した。
このような転写反応の光制御は、 T7 RNAP だ け でな く、T7 RNAP と異なるプロモー タ
ー配列を有す SP6 RNAP で も可能であることが明 らかとなった。更に、複数のアゾベンゼ
ンをプロモーターの機能の異なる酵素結合領域と TATA 領域 にそれぞれ導入す ることで、
相乗効果を見出し、更に高効率な光制御を実現した。
転写反応の光制御のメカニズム解明に向けて、私 はバイオセ ンサー (IAsys) を用 い て、
アゾベ ンゼ ン修飾プロモーターとRNAPの 相互作用 を リアル タイムで観察す ることにし
た。現在のところ、Fig.1で用いたアゾベンゼン導入T7プロ モーターをバ イオセ ンサー基
板上に固定化 した場合、UV或 いは可視光照射 に伴 うRNAPの 結合量 に明確 な差が認め ら
れた。 この結果は Fig.1 の結果 と一致 した傾向を示 しており、現在更に詳細 に調べている
と ころで あ る。
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